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適
対
外
政
策
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篇

の
前
稿

で
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ニ
国
ニ
財
の
国
際
貿
易

—

資
本
移
動
モ
デ
ル
を
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成

し

陕
税
政
策
と
課
税
政
策
の
効
果
分
把
を
行
な
っ
た
。
そ
の
際
、
モ
デ
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で
考
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さ
れ
る
二
財
は
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と
も
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消
費
財
で
あ
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と
仮
定
し

た
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資

本

移

動

と

の

関
連
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深
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の
は
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財
の
う
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一
方
だ
け
が
消
費
財
で
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方
は
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費
財
の
生
産
の
た

め
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し
て
そ
の
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め
に
の
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と
さ
れ
る
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あ
る
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あ
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。
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ら
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。

こ
の
モ
デ
ル
を
定
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し
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ヶ
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関
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率
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最
適
課
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率
が
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両
政
策
が
混
合
的
に
用
い
ら
れ
る
場
合
に
は
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い
つ
で
も
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の
符
号
を
と
る
と
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う
結
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導
い
て
い(
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け
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。
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ヶ
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本
稿
で
と
り
上
げ
る
モ
デ
ル
は
き
わ
め
て
多
く
の
点
で
前
稿
の
.

モ
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ル
と
類 

似
し
て
い
る
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界
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自
国
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び
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二
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の
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れ
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あ
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れ
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よ
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動
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場
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や
や
複
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で
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る
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し
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し
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第
二
財
塗
に
お
い
て
資
本 

と
原
料
財
た
る
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一
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相
互
に
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完
的
で
あ
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か
ぎ
り
、
そ
の
効
果
の
方
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-> 

ま
ず
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驳
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す
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収
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仮
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方
向
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第
一
財
の
補
完
関
係
を
通
じ
で
、
第
二
財
生
産
に
用
い
ら
れ
て
い
る
第
一
財
の 

限
界
生
産
物
価
値
の
同
方
向
.の
増
減
を
生
み
出
す
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え 

.資
本
使
用
量
が
増
大
す
れ
ば
、
第
一
財
.の
限
界
生
産
物
価
値
は
そ
の
園
内
価
格 

を
上
ま
わ
り
、
第
一
財
に
対
す
る
需
要
が
増
大
す
る
こ
と
に
な
る(

逆
は
逆)
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対

外
政
策
の

効
果

自
国
は
、
第
一
財
の
輸
入
に
関
税
を
課
し
、
■外
国
投
資
収
益
に
所
得
税
を
課 

し
て
い
る
も
の
と
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
外
国
は
何
ら
報
復
措
置
を
講
じ
て 

I

な
い
も
の
と
す
る
。
各
国
の
予
算
制
約
の
下
に
お
け
る
財
市
場
の
均
衡
条 

件
は
、

パ

Dl =

 ;p*D*+r*ir 

(n 

.1)

財
市
場
の
競
争
条
件
は
、

戈
1
十
r)

H

^

(n • 2)

.

そ

し

，
て

要

素

市

場

の

.

競
争
条
件
は
、

r
*
(
T
?
r

 

(

ロ 

.
3
)

 

で
あ
る
。

(
a
.

1

)

と

(

n

.

 

3)

に
よ
っ
て
、
モ

デ

ル

の

二

つ

の

変

数
.

六

七

(

五
七
三)



i

K
の
均
衡
値
が
決
定
さ
れ
るo

こ
こ
で
、
M
m '
場
の
小
域
^
ま
定
の
必
要
ナ
分 

条
件
は
、(

1
+

>

*)

？7
1

+<j

2*

i

1
v
0
 

(
n
*
4
.
)

 

で
あ
る
こ
と
が
容
易
に
示
さ
れ
ょ
ぅ)

。

<

関
税
政
策
の
効
果
>

ま
ず
、
自
国
が
関
税
率
の
み
を
増
減
す
る
も
の
と
し
て
、
そ
れ
が
体
系
の
^
 

数
に
及
ほ
す
効
果
を
調
べ
ょ
ぅ
。(

D 

. 
2

)

を
考
慮
し
、(

n

‘

l

v
 

(

n •' 

3)

を
で
に
関
し
て
全
微
分
す
る
。
そ
し
て
、
 

m
l

 =

 o, 

m
2
*

 =

 l 

で
あ
る
こ
と
に
注
意
し
、(

I • 

4)

を
A

い
^
*太
、

.
D
2r4(

l 

+ 

/
u
*

)

<i
l

+-y
2
*
l
l

〕

l^
^-
<?
* 

+と 

-
^
-
D
-S
l

'

S

.
 5)

W

•

, ^
11 
+
%
ハ̂
+ 

\

n 
p
«

(

2

) 

H 

M

が
谱
か
れ
る
。
こ
れ
よ
り
た
だ
ち
に
、

(
n

 

.
6
)

A

s

*.-
»

^;

丨=
 
M

^

a

§

F

+

03
v

)

 

+

 

K(

r

*

i)〕

 

. 

(
n
.
7
)

O O

を
得
る
.。
た
だ
し
、」

=
3
3
*
D
2
%
?
£
+
^
£
*
)
〔(

l
+

*ft
*
)

さ
+
^
*
I
1

〕

+
K
:

(

r
* 十
；

0

 

安
定
条
件
お
よ
び
諸
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
の
性
質
に
よ
っ
て
、

fc
v
v
o。

か
く
て 

f
f 

♦ 

7

)

よ
り
、

.
^
£
!
v

o°
す
な
わ
ち
、

自
国
の
関
税
率
の
増
減
と
と
も 

に
、
第
二
財
の
外
国
交
易
条
件
は
つ
ね
に
同
方
向
に
増
減
す
る
こ
と
が
判
る
。

六

八

(

五
七
四)

こ
こ
で
周
知
の
関
係
、

S
 • 9)

を
想
起
し
よ
ぅ
。
4

ば
、
外
国
の
第
二
財
需
要
の
撕
ft
.

s*

ル
b

価
格
弾
力
性 

で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、

外
国
で
は
第

，一
財
に
対
す
る
需
要
は
本
来
存
在
し
な 

い
。
，し
た
が
っ
て
、

(n 

ニ0)

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。§

2
*
=
1

で
あ
る
こ
と
を
思
い
出
せ
ば
、

(

n

. 

9)

、

(

n 

.
10)

よ
り
、

穿
*=i

 

.
,
 

(n 

ニ1) 

そ
し
て
、(

n • 
8)

、(

n 

•!!)

よ
り
明
ら
か
に
、

を同
II
O

(
n

 

•1
2
)

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
自
国
の
関
税
率
を
い
か
に
増
減
さ
せ
て
も
資
本
移
動
量 

は
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
何
ら
影
響
を
受
け
な
い
。

こ
の
帰
結
の
経
済
的
意
味
を
よ
り
明
確
に
し
て
お
こ
ぅ
。
自
国
が
関
税
率
を 

引
き
上
げ
る
も
の
と
し
よ
ぅ
。
そ
の
と
き
仮

i

資
本
移
動
が
不
変
と
す
れ
ば
、
 

第
二
財
生
産
に
お
け
る
第
一
財
の
限
界
生
産
物
も
不
変
で
あ
る
。
そ
し
て
、
ル 

に
第
一
一
財
の
外
国
交
易
条
件
が
不
変
と
す
れ
ば
、
第
一
一
財
の
自
国
交
易
条
件
は 

下
落
す
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
第
二
財
生
産
に
.

お
け
る
第
一
財
の
、
第
一
財 

単
位
で
測
っ
た
限
界
生
産
物
価
値
は
減
少
す
る
。
他
方
、
第
一
財
の
、
第
一
財 

単
位
で
測
っ
た
自
国
価
格
は
も
ち
ろ
ん
定
義
に
よ
っ
て
一
に
等
し
く
不
変
で
あ 

る
。

そ
の
た
め
、

第
一
財
の
国
内
価
格
は
そ
の
限
界
生
産
物
価
値
を
上
ま
わ 

り
、
原
料
財
た
る
第
一
財
に
対
す
る
需
要
は
減
退
す
る
。
し
か
し
、
资
本
移
動

? M T ~ T W

が
不
変
で
あ
る
か
ぎ
り
、
第

j

財
の
供
給
は
不
変
で
あ
る
。
そ
こ
に
生
じ
る
超 

過
供
給
を
払
拭
す
る
た
め
に
は
、
第
二
財
の
外
国
交
易
条
件
が
、
そ
の
自
国
交 

揚
条
件
を
関
税
率
引
上
げ
以
前
の
水
準
に
も
ど
す
と
こ
ろ
ま
で
上
昇
し
な
ナ

 ̂

ば
な
ら
な
い
。
，そ
の
場
合
、
第
二
財
生
産
に
お
け
る
資
本
の
、
第
一
財
単
位
で 

0
っ
た
限
界
生
産
物
価
値
も
も
と
の
水
準
に
復
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
阁
、
 

第

一
財
生
産
に
お
け
る
資
本
の
、
第
一
財
単
位
で
測

っ
た
限
界
生
産
物
|1
1

1

値
は 

つ

ね

に

不

変

で

あ

る

。

し

た

が

っ

て

、

第

ニ

財

の

交

易

条

件

が

お

«]
:
*
む

上
 

#

す
る
か
ぎ
り
、
資

本

移

動

は

実

不

変

で

あ

る

。

関
税
率
の
増
減
が
第
二
財
の
_

国
交
易
条
件
に
何
ら
の
変
.

化
も
惹
起
し
な
ゝ
，
 

こ
と
は
容
易
に
確
め
ら
れ
る
。

(

n

 

•

 

2

)

よ
り
、

こ
れ
に
、(

n

. 

7

)

を
代
入
し
、(

n
 

•

1

)

、(

n

'11)

に
注
意
す
れ
ば
、
 

含

1

1

マ

、

da 

H
M
I
^
^
e
^
^
+
s
d
+
w

l,
之)

丨」〕
1

1

 

•

=
7

 

3

?(

^

+ 

<5 V
)
〔D
1

1 

;
P
*
D
*

(

1 

+

\
X
J

N

o

 

(
n

 

ニ

4
)

<

課
税
政
策
の
効
果
>

つ
ぎ
に
、
自
国
が
課
税
率
の
み
を
増
減
す
る
も
の
と
し
て
、
そ
れ
が
体
系
の 

変
数
に
及
ぼ
す
効
粜
を
み
る
こ
と
に
し
よ
ぅ
。
前
と
同
じ
く
、

(

n

 

•

 

2)

を
考 

虛
し
、

(

rl
.

l

)

、

(

D

V

3)

を 
<

 

に
関
し
て
全
微
分
す
る
。
そ
し
て
、

' 

.

..§
1 =

 0
,

豸
2* =

1
:

で
あ
る
こ
と
に
注
意
し
、

(

1

.

4

)

を
'

用
い
れ
文
、

•资
本
移
動
と
対
外
政
策(

続)

«
*
p
+
5
7
1

 +

 7? 2r
l
v
“
i
—
(r*+;

0-
^
:
=
Q

 

(n •15)

w 

^

^

(n 

ニ 6)
(

3)  

-
 

が
導
か
れ
る
。
こ
れ
よ
り
た
だ
ち
に
、

_
=
-
+
^
-

p
*

K
(

r
£

)

 

2
 

.

17)

I 

 ̂

+3
^
+
i
 
I 
 ̂

(
n 

.18)

を
得
る
。
 

•

n

.

17)

、

n

.

18)

よ
り
明
ら
か
に
、
幸

八

。
，

t̂
e

’

<

0

。
す
な
わ 

ち
、
自
国
の
課
税
率
の
変
化
に
対
し
て
、
第
二
財
の
外
国
交
易
条
件
、
お
よ
び 

資
本
移
動
量
は
い
つ
で
も
、
そ
れ
と
逆
方
向
に
変
化
す
る
こ
と
が
判
る
。

こ
の
帰
結
は
、
経
済
的
に
は
次
の
よ
う
に
解
釈
さ
れ
よ
う
。
於
卜
課
税
率
の 

引
上
げ
に
も
か
か
わ
ら
ず
交
易
条
件
が
不
変
と
す
れ
ば
、
自
国
の
第
二
財
生
廒 

に
お
け
る
資
本
の
限
界
生
産
物
価
値
が
不
変
で
あ
る
の
に
、
税
引
後
の
外
国
投 

資

の

限

界

的

収

益

，
は

下

落

す

る

。

そ

の

，
た

め

、

資

本

移

動

は

減

少

し

な

け

れ

ば
 

な
ら
な
い
。
し
か
し
、
資
本
移
動
が
減
少
す
る
と
、
外
国
の
第
一
財
生
産
は
^

 

づ
す
る
。
自
国
で
は
、
資
本
が
呼
び
も
ど
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
第

ニ

甘

生

產
 

に
お
け
る
第
一
財
の
限
界
生
産
物
が
増
大
す
る
。
飨
ニ
財
の
交
易
条
件
が
不
変 

.

で
あ
れ
ば
、
そ
の
第
一
財
単
位
で
胍
っ
た
限
界
生
産
物
き
き
も
増
大
す
る
。
他 

方
、.
第
.I

财
の
、
第
：一.
財
単
位
で
測
っ
た
自
国
価
格
は
定
義
に
よ
っ
て
、_
一
 

に 

等
し
く
不
変
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
第
一
財
の
国
内
価
格
は
、
そ
の
限
界
生
産 

物
価
値
を
：下
ま
わ
り
、
原
料
財
た
る
第
一
財
に
対
す
る
需
要
は
高
ま
る
。

六

九

(

五
七
五)



こ
の
よ
う
に
、
外
国
で
は
第
一
財
の
供
給
が
減
少
し
、
自
国
で
は
需
要
が
増 

大
す
る
.

結
果
、
第
一
財
に
対
す
る
超
過
需
要
が
発
生
す
る
。
そ
の
た
め
、
新
し 

い
均
衡
点
.

で
.

は
、
第
一I

財
の
.

交
易
条
件
は
下
落
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

•
 

'
 

- 

■

注
⑴

资
本
移
動
量
を
所
与
と
す
れ
ば
、
第
一
一
財
の
自
国
交
易
条
件
が
上
昇
ま
た
は

下
落
す
る
場
合
、
第
二
財
生
産
に
用
い
ら
れ
て
い
る
'

第
一
財
の
、
第
一
財
単
位 

で
測
っ
た
限
界
生
産
物
価
値
は
明
ら
か
に
増
大
ま
た
は
減
少
す
る
。

.

と

こ
ろ 

が
.、
第
一
財
の
国
内
価
格
は
宠
義
に
よ
っ
て
一
に
等
し
く
不
変
で
あ
る
。
そ
れ 

ゆ
え
、
第
二
財
の
交
易
条
件
が
上
昇
す
れ
ば
、
第
一
財
の
■限
界
生
産
物
価
値
は 

そ
の
国
内
価
格
を
上
ま
わ
り
、
第
一
財
に
対
す
る
需
要
が
.

増

大

す

る

'
こ

と

に

な 

る

(

逆
は
逆)

。

し
た
が
っ
て
、

^

v

o

で
あ
る
。

す
ぐ
'

あ
と
に
示
す
よ
う 

に
、
が
*

m

l

で
あ
る
の
で
、

安
定
条
件

(

n

.

 

4)
は
か
な
ら
ず
充
た
さ
れ 

る
は
ず
で
あ
る
。
安
定
条
件
.

の
導
出
に
つ
い
て
は
、
大
山〔
7

〕

、
一
 

〇
頁
参
照
。

⑵

こ
こ
で
、
関
税
率
の
壻
減
に
伴
う
_

税
収
入
の
増
減
は
、
す
べ
て
第
二
財
消 

費
の
増
減
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
も
の
と
し
て
い
る
。
関
税
仅
入
の
皙
或
を
民
間 

突
質
所
得
の
梢
減
に
つ
ね
に
等
置
す
る
よ
う
な
制
度
的
メ

ヵ

一

一

ズ

ム

を

仮
矩
す 

れ
ば
、
こ
れ
は
定
義
に
よ
っ
て
，IEI

明
の
こ
と
で
あ
る
。

⑶

同
様
に
、
課
税
率
の
増
減
に
伴
う
課
税
収
入
の
増
減
は
、
す
べ
て
第
二
財
消 

赀
の
増
減
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
も
の
と
し
て
い
る
。

〔

In〕

最

適

対

外

政

策 

以
上
、
対
外
政
策
の
効
果
，を
検
討
し
た
わ
け
だ
が
、
本
節
で
は
分
析
を
一
歩 

進
め
て
、
，3
3国
.の
実
質
所
得
を
最
大
に
す
る
と
い
う
意
味
で
最
適
と
目
さ
^.

る 

対
外
政
策
の
あ
り
方
を
求
め
る
こ
と
に
し
よ
う
。
関
税
率
の
増
減
は
資
本
移
動

. 

七
o

 

(

五
七
六)

量
.に
何
ら
影
響
を
及
ぽ
さ
な
.い
こ
.
.と
が
す
で
-に
.知
ら
れ
て
■い
る
。
.
.
そ
^
ゆ
^
' 

(

I 

. 

6

)

'を
参
照
す
れ
ば
、
課
税
率
を
任
意
の
水
準
に
と
ど
め
る
場
■合
、
最
適 

関
税
率
の
.表

示

は

、

関

税

.、

.
課

税

の

両

政

策

を

混

合

的

に

用

い

た

場

合

の

最

適 

関

税

率

の

そ

れ

と

形

式

的

：に
.一

致

す

る

こ

と

が

判

る

.。

し

た

が

つ

て

、

関

税

卞 

を

任

意

の

.水

準

に
と

ど

め

た

場

合の

最
適
課
税
&
策
と
、
最
適
混
合
政
策
と
の 

二
つ
の
ヶ
ー
ス
を
考
慮
す
れ
ば
十
分
で
あ
ろ
ぅ
。

<

最
適
，課
税
政
策
>

(

I

V 

6

)

よ
り
、

; .

了 

s
l

」

<

!̂
s

^—

5
,
Y
f
l

)

+
r
^

(

日

•
1
)

い
ま
、
^

I

H

Oと
し
て
、

(

n

• 

3

)

、(

n

.10)

を
相
い
れ
ば
、
関
税
率

が
任
意
の
水
準
に
あ
る
場
合
の
最
適
課
税
率
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な 

わ
ち
、

1
"
-
^

丨

わ
*
。
*-

-
!~

1

—

^
- 

.

、ヨ 

3

% 

L

 

r
*

(

l

+

\

)

9
7
J 

(

日

• 2)

で

あ

る

。?>
*

と

Pと
の
間
に
It
、■ (

n • 
2

)

で
示
さ
れ
る
関
係
が
あ
る
の
で
、
 

他

の

条

件

に

し

て

一

定

な

ら

ば

.、
，
所

与

の

関

税

率

の

水

準

が

高

け

れ

ば

高

い

ほ 

ど
、
最
適
課
税
率
の
'絶
対
値
は
小
さ
く
な
る
で
あ
ろ
ぅ
。
し
か
し
、
往
意
を
驶 

す
る
の
は
む
し
ろ
最
適
課
税
率
の
符
号
が
確
宏
し
な
い
こ
と
で
あ
る
。
と
く 

に
、
外
国
が
自
国
か
ら
の
投
資
に
限
界
的
に
し
か
依
存
し
て
い
な
い
場
合 

»

0
と
考
え
ら
れ
る
場
合)

、

も
し
く
は
外
国
で
資
本
の
限
界
生
産
物
が
通
減
し 

な

い

場

合(£* =

 0

と
考
え
ら
れ
る
場
合)

、

そ
れ
は
一
義
的
に
負
と
な
る
。

つ

ま
り
、
外
国
投
資
収
益
に
課
税
す
る
の
で
は
な
く
、
こ
れ
に
補
助
金
を
与
え
る
.

こ
と
が
一
義
的
に
望
ま
し
い
政
策
と
な
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、

1

.

4

)

、

1

.

6

)

、(

n

.

3

)

、
お

よ

び(

n

.11)

よ
り
、

1 

1

. 

1 

-
^
-
^
+
-

il
.
^
* 

= 

-
y
r
*
i 

•

R.
K 

(

白

• 3)

(

1

.

1

)

、

(

1

.

2

の
定
義
に
よ
れ
ば
、

(

m

.

 

3)

の
左
辺
は
、
世
界
の 

第
二
財
也
産
、
ひ
い
て
は
実
質
所
得
の
変
化
を
表
わ
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
 

そ
こ
で
こ
れ
を
ゼ
ロ
と
お
く
と
、
右
辺
よ
り
、

1
 

(

日

.
4
) 

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ff
l

.

 

4)

は
、

世
界
の
実
質
所
得
を
最
大
に
す
る 

と

い

う

(

別
の)

意
味
で
の
最
適
課
税
政
策
が
何
ら
課
税
し
な
い
こ
と
で
あ
る 

と
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
自
由
な
資
本
移
動
こ
そ
世
界
の
実
質
所
得
を
最 

大
に
す
る
所
以
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
，

(

m

.

 

3)

よ
り
明
ら
か
に
、
関
税 

率
の
操
作
は
世
界
の
実
質
所
得
の
変
化
と
無
関
係
で
あ
る
。
い
か
に
関
税
率
を 

引
上
げ
て
も
、
ま
た
引
下
げ
て
も
、
世
界
の
実
質
所
得
は
そ
の
こ
と
に
ま
っ
た 

く
感
応
し
な
い
。
こ
れ
は
、
本
稿
の
モ
デ
ル
の
、
ト
リ
ヴ
ィ
ア
ル
で
は
あ
る
が 

注
口
す
べ
き
性
質
の一

つ
と
い
え
よ
う
。

<

最
適
混
合
政
策
>

関
税
"

課
税
の
両
政
策
が
，混
合
的
に
用
い
ら
れ
る
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
の
最
適
. 

税
率
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
し
て
求
め
ら
れ
る
は
ず
で
あ
る
。

(

J

 

•

 

6

ノ
よ
り
、

昨
 

A

1

」

^

^

\

«

_

〔

、

(

t

I

)

ト

、

パ

+

r
^l
. 

(

日

• 5)

資
本
移
動
と
対
外
政
策(

続) 

•

t

p

T
ト
v

r

*

«

+

(

t

、
+1)

方〕f

 

. 

?)

;
k
 

-
^
-
=
-
^
-
=
0

 

と
し
て
、

n

..

2

)

、

(

n

• 

3)
を
用
い
れ
ば
、

7
^
%

 ̂

(

日
.

OO)

を
得
る
。
こ
れ
が
そ
れ
ぞ
れ
求
め
る
最
適
関
税
率
お
ょ
び
最
適
課
税
率
の
表

示

 

で
あ
る
。
ヶ
ム
ブ
は
、
こ
の
表
示
に
も
と
づ
い
て
両
者
の
符
号
が
と
も
に
正
で 

あ
る
と
の
判
定
を
下
し
て
い
る
。

し
か
し
、

(

n

.
10)

、(

n

.
11)

ょ
り
、
 

含
*=

1
,

切2
*
=
0

で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、(

m 

. 

7

)

ょ
り
、
通
常
の
意
味
の
最 

適
関
税
率
が
存
在
せ
ず
、
し
た
が
つ
て
そ
れ
に
対
応
す
る
最
適
課
税
率
も
存
在 

し
な
い
こ
と
.は
明
ら
か
で
あ
る
。

ff
l

. 

7

)

お

ょ

び

ff
l

. 

8

)

の
表
示
は 

い
ず
れ
も
内
容
空
虚
な
も
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、(

1

.
6

)

、
 

(

n

*

7

)

、

(

n 

.

U

)

お

ょ

び(

n 

.
12)

ょ 

り

、

十

=
4~
f
^
:
^
p
*
o

§̂

i
*
£
*

)

+
;
K

(

\
±)

1(

日
.9)

+

丨=

l

^

^

o

*

r

D

§
?

i 

*
£
*

)

+

K(

r

*±)

u_
J

(

日

.
1
0
)

 

そ
れ
ゆ
え
、
明
ら
か
に
^

^>
0
,

よ

丨

ハ

ジ

で
あ
る
。

す
な
わ
ち
関
税
率
の

七

一

(

五
七
七)



増
減
は
、
组
国
の
実
質
所
得
の 

同
方
.

向
の
増
減
、
外
国
の
そ
れ 

の
逆
方
向
の
増
減
を
ひ
き
お
こ 

す
。
し
た
が
っ
て
、
任
意
の
課 

税
率
の
下
で
、：
関
税
率
を
引 

上
げ
る
こ
と
に
よ
り
、
®
国
は 

い
つ
で
も
外
国
を「

収
奪」
す 

る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
が
、

ケ
ム
プ
に
よ
っ
て
見
落
さ
れ
て 

い
た
、

宗
主
国
-
植
民
地
型
モ 

デ
ル
の
鉴
本
的
に
遺
獎
な
特
徴
で
あ
る
。

こ
う
し
た
状
況
に
あ

っ
て
は
、
関
税
率
は
自
国
に
と
っ
て
高
け
れ
ば
高
い
ほ 

ど
よ
く
、
い
わ
ゆ
る
最
適
関
税
率
が
存
在
し
な
い
こ
と
は
指
筒
し
た
と
お
り
で 

あ
る
。
と
は
い
え
、
関
税
率
の
引
上
げ
と
と
も
に
外
国
の
実
質
所
得
が
減
少
す 

る
と
し
て
も
、
そ
れ
が
無
限
に
減
少
す
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。

と
い
う
の 

は
、
外
国
の
実
質
所
得
が「

生
存
水
準」

を
下
ま
わ
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
か 

ら
で
あ
る
。
い
ま
の
場
合
、
外
国
，の
実
質
所
得
が
生
存
水
準
に
ーゝ
致
す
る
点
に 

対

応

す

る

関

税

率

が

、

辦

务

±'
、

畠

の

実

質

所

得

を

最

大

に

す

る

関
税
率
で

あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

図
解
に
よ
っ
て
、
こ
の
点
を
明
ら
か
に
し
て
お
こ
う
。
図
に
お
い
て
縦
^
に 

第
二
財
の
量
を
と
り
、
横
軸
に
第
一
財
の
贵
を
と
る
。
資
本
移
動
量
を
一
定
と 

す
れ
は
外
国
の
第
一
財
の
生
産
贵
•

は
一
定
で
あ
る
。
い
ま
、
こ
れ
が
線
分

o

 

07
に
等
し
い
も
の
と
す
る
。
外
国
で
は
第

j

財
に
対
す
る
需
要
が
存
在
し
な
い

の
で
'

、.‘
そ
？
オ
.

フ
ァ
I

は

点
0

、

か
ら
正
象
限
に
た
て
た
垂
線

0
、
F

に
よ
っ 

て
示
さ
れ
^

2

)

こ
れ
に
対
し
て
、
自
国
の
オ
フ
ァ
ー
は
原
点
を
通
る
! «
1

線
に
よ 

つ
て
示
さ
れ
る
。
そ
し
て
、0

、
F

と
0

ば

と

の

交

点
^

に
お
い
て
、
自
国
と 

タ
国
の

S
E

の
貿
易
均
衡
が
成
立
す
る
。
す
な
わ
ち
、
0

1

3

の
勾
配
に
よ
っ
て
^

 

さ
れ
る
交
易
条
件
の
下
で
、
0

0

、
量
の
第
一
財
が
質
易
さ
れ
る
。

さ
て
、0

H

が
自
由
貿
易
オ
フ
ァ
ー
曲
線
、
し
た
が
っ
て
点
£
が
自
由
贸
易 

均
衡
点
で
あ
る
も
の
と
し
よ
う
。
自
国
が
第
一
財
の
輪
入
に
関

税

を

課

す

る
 

と
、
自
国
の
オ
フ
ァ
ー
曲
線
は
右
下
方
に
シ
フ
ト
す
る
で
あ
ろ
う
。
外
国
の
t

 

存
水
準
を
表
わ
す
実
質
所
得
が
線
分
〇
、同
、
に
等
し
い
も
の
と
す
れ
ば
、
そ

H 

に
対
応
す
る
自
国
の
関
税
修
正
オ
フ
ァ
ー
曲
線
は
、
図
に
お

い

て

点

"

を
通 

る

0
H
、

に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
。

自
国
の
国
内
交
易
条
件
は
関
税
賦
課
に
よ
つ 

て
影
響
さ
れ
な
い
の
で
、
依
然
と
し
て
〇
E

の
勾
配
に
等
し
い
。
し
か
る
に
外 

国
交
易
条
件
は
今
や

0
E
、

の
勾
配
に
等
し
い
。
こ
の
と
き
、
関
税
率
は
、

!8
い(l

-
M
k
-

 

o
'
E

 

§

、

と
い
う
関
係
を
充
す
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
た
が
っ
て
、

!o
、E—

o
、J
E、
 

0
、E

ヽ

謅

(

臼

.11)

す
な
わ
ち
自
国
の
実
質
所
得
を
最
大
に
す
る
関
税
率
は
、
自
由
贸
易
に
^

^
 

す
る
外
国
の
実
質
所
得
と
生
存
水
準
に
対
応
す
る
そ
れ
と
の
差

額

を

、.
後
省
で 

除
し
た
値
に
等
し
い
。
そ

れ

は

E

国

(

宗
主
国)

が

外

国

(

植
民
地)

に
：
^
し 

て
課
し
う
る
最
大
限
の「
収
奪
率」

で
あ
る
。

注
⑴

ヶ
ム
プ
は
、
外
国
投
资
収
益
に
も(

所
得
税
の
ほ
か
に)

関
税
が
課
せ
ら
れ 

る
と
い
う
奇
妙
な
仮
矩
を
設
け
た
た
め
、
実
際
に
は(

冚

.
6)

と
は
異
な
る 

.

最
適
課
税
率
の
表
示
、

f

u

l

l

r

d

n

M

,

を
求
め
て
い
る
。
ヶ
ム
プ〔

三〕

、
六
〇
頁
、
な
い
し〔

四〕

、

一
九
八
頁
。
彼 

は
輪
入
と
投
資
収
益
の
概
念
を
区
別
せ
ず
、
混
同
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
し 

か
し
、
と
り
た
て
て
そ
の
こ
と
を
問
題
に
し
よ
う
と
い
う
の
で
は」

よ
い
。p

じ 

筒
所
で
彼
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「

投
資
国
が
輸
入
す
る
財
を
生
産 

し
て
い
る
産
業
に
対
す
る
外
国
投
資
は
、
そ
の
財
が
原
料
財
で
あ
ろ
う
と
消
費 

則
で
あ
ろ
う
と
、

正
確
に
同
じ
程
度
に
抑
制
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」

問 

題
に
す
る
の
は
こ
の
言
明
で
あ
る
。

⑵

資
本
移
動
#
-を
一
定
と
す
れ
ば
、
第
一
一
財
生
産
で
の
第
一
財
の
限
界
生
産
物 

は
第
ー
財
の
輪
入
發
の
増
大
と
と
も
に
減
少
す
る
。
し
か
る
に
、
自
国
に
お 

け
る
第
一
財
の
、
第
一
財
で
測
っ
た
国
内
価
格
は
定
義
に
よ
っ
て
一
に
等
し
く 

不
変
で
あ
る
。
第
一
財
に
対
す
る
需
給
に
過
不
足
が
生
じ
な
い
た
め
に
は
，
第 

一
則
の
限
界
也
遮
物
価
値
と
そ
の
国
内
俪
格
の
均
等
が
維
持
さ
れ
な
け
れ
ば
な 

ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
第
ー
财
の
輪
入
贵
の
増
大
と
と
も
に
、
第
二
財
の 

交
易
条
件
は
上
界
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
図
の
||
1
1線
〇
4
は
こ
の
関
係
を
充 

足
す
る
よ
う
に(

上
方
に
凸
に)

描
か
れ
て
い
る
。
け
れ
ど
も
、
本
来
资
本
移 

動
と
国
際
贸
易
は
同
時
に
決
定
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
资
本

移
動
を
一
定
と
し
て
得
ら
れ
た
仙
線
.OF

は
雄
に
便
宜
上
の
考
馨
に
す
？

> 

0 

I

V

本
稿
で
は
、简
単
な
宗
主
国
-

植
民
地
型
モ
デ
ル
に
ょ
つ
て
、自
国

(

宗
主
国

)

 

资
本
移
動
と
対
外
政
策

(

続)

の
対
外
政
策
の
研
究
を
こ
こ
ろ
み
た
。
こ
れ
ま
で
に
得
た
結
論
は
つ
ぎ
の
と
お 

り
で
あ
る
。

(

i

)

関
税
率
の
増
減
は
つ
ね
に
第
一
一
財
の
外
国
交
易
条
件
の
同
方
向
の
増 

減
を
伴
う
。
第
一
一
財
の
自
国
交
易
条
件
と
資
本
移
動
は
そ
れ
に
ょ
っ
て
影 

響
を
受
け
な
い
。

(

U

)

課
税
率
の
増
減
は
つ
ね
に
第
二
財
の
内
外
交
易
条
件
と
資
本
移
動
の 

逆
方
向
の
増
減
を
伴
う
。

0

1U)

課
税
率
の
増
減
が
自
国
の
実
質
所
得
に
及
ぼ
す
効
果
の
方
向
は
確
定 

し
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
所
与
の
関
税
率
の
下
で
の
最
適
課
税
率
の
符
号 

は
確
定
し
な
い
。

(

IV)

関
税
率
の
増
減
は
つ
ね
に
自
国
の
実
質
所
得
の
同
方
向
の
増
減
を
伴 

う
。
し
た
が
っ
て
、
所
与
の
課
税
率
の
下
で
、
通
常
の
意
味
の
最
適
関
税 

率
は
存
在
し
な
い
。

(

V)

関
税
率
の
増
減
は
つ
ね
に
外
国
の
実
質
所
得
の
逆
方
向
の
増
減
を
伴 

う
。
'

し
た
が
っ
て
、
関
税
率
の
引
上
げ
を
通
じ
て
、
自
国
は
い
つ
で
も
外 

国

を

「

収
奪」

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

.

(

VI)

所
与
の
課
税
率
の
下
で
、
事
実
上
、
.自
国
の
実
質
所
得
を
最
大
に
す 

る
と
考
え
ら
れ
る
関
税
率
は
、
自
由
貿
易
の
際
の
外
国
の
実
質
所
得
と
、

屯
存
水
準
を
示
す
そ
れ
と
の
差
額
の
後
者
に
対
す
る
比
率
に
等
し
い
。

(

.

列)

世
界
の
第
二
財
生
産
、
す
な
わ
ち
世
界
の
実
質
所
得
を
最
大
に
す
る 

課
税
率
は
任
意
の
関
税
率
の
下
に
お
い
て
、
セ

1
1

で
あ
る
。
他
方
、
関 

税
率
は
不
決
定
で
あ
る
。

(

恤)

か
く
て
、課
税
率
を
ゼ
ロ
に
、関
税
率
を
最
大
限
の「

収
奪
率」

に
等

七

三

(

五
七
九)



®
す

る

こ

と

.が

由

国

の

実

質

所

得

を

最

大

に

す

る

所

以

で

あ

る

。

こ

の

措 

置
は
資
本
移
動
の
抑
制(

ま
た
は
助
成)

を
少
し
も
含
む
も
の
で
は
な

い

。
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ニ
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ノ
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れ
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う
に
な

っ
た
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ニ
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を
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ニ
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